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 専修大学人文科学研究所では、2017 年 3 月 27 日（月）～28 日（火）の両日、所員および特












穴については、「約 6000 年前の縄文海進の時にできた海食洞穴。館山湾に面した標高約 25m の
海岸段丘にあり、洞穴の入口は高さ 4.2m、幅 5.85m、奥行 36.85m と大きい。縄文時代後期か
ら使用され、古墳時代には一部が墓所として利用されていた。その後は海神を祀る神社として
地元漁民の信仰をあつめ、現在に至る」と記されている。 




































































打ち上げ基地は全国で 3 ヶ所でした。 
一宮（千葉）大津（茨城）勿来（福島）に造られ、一宮には 12 ヶ所の発射台があり、約
2500 個を打ち上げたといわれています。 
一宮町教育委員会      平成 24 年 3 月 
                                                                 
（1） http://www.tanjoh-ji.jp/nichiren.html（大本山小湊誕生寺 公式サイト）。 
（2） 同所には、江戸幕府の名により沿岸防備のため 5 ヵ所の砲台を建設した「加納藩台場跡」の碑も残さ
れている。 



























                                                                 
（3） 戦争遺跡の概要については、十菱駿武・菊池実編『しらべる戦争遺跡の事典』（柏書房、2002 年）、同




県の歴史 通史編 近現代 2』（千葉県、2006 年）所収の諸論稿を参照した。 
（5） 神田文人「軍の近代化と軍郷千葉」（千葉県史料研究財団『千葉県の歴史 通史編 近現代 2』千葉県、
2006 年）。 
（6） 詳しくは、土田宏茂「下総台地の軍事化」（荒川章二編『地域のなかの軍隊 2 関東 軍都としての帝
















 千葉では 1908 年に交通兵旅団司令部・鉄道連隊を設置、後に連隊を誘致、陸軍歩兵学校や陸















                                                                                                                                                                       
都』吉川弘文館、2015 年）を参照。 





 市川の国府台には 1885 年、下士官を養成するために教導団が設置されたが、1899 年に廃止、
























































                                                                 
（7） 愛沢伸雄「赤山地下壕―秘密の地下航空基地要塞跡」（戦争遺跡保存全国ネットワーク編『戦争遺跡か























たもので、上層は 4～5 層、下層は 3 層の和紙で構成さ
れていた。直径は 10m、中には水素を詰めた。全国の和紙製造業者とコンニャク粉生産者が総
動員された。一つの製造所で 1 日 10 個が完成したが、原料不足と品質の問題より生産数には限
界があった（11）。 





た伴繁雄の記録によれば、攻撃開始は同年 11 月 3 日の明治節、午前 5 時より一斉に発射すると
いう計画であった。この作戦は「富（ふ）号試験）」と呼ばれたが、勿来と大津では爆発事故を
                                                                 
（10） 渡辺賢二「陸軍登戸研究所の実相」（海野福寿、山田朗、渡辺賢二編『陸軍登戸研究所 隠蔽された謀
略秘密兵器開発』青木書店、2003 年）。以下、註記がない場合には本論文を参考としている。 
（11） 神田文人「太平洋戦争と千葉県」（前掲『千葉県の歴史』）。石橋正一『幻の本土決戦 房総半島の防衛 


















（芙蓉書房出版、2010 年）137 頁。 
― 9 ― 
起こして見習士官が死傷するなど、打ち上げ任務は容易なものではなかった（13）。それでも、
これら 3 カ所の基地から約 9 千 3 百個の風船爆弾が発射されたという。一宮では 2 個中隊が 12
基の発射台を担当した。風船爆弾の落下場所としてはオレゴン州の 40 件、モンタナ州の 32 件、




かったようである。死者が出たのは、1945 年 5 月 5 日、オレゴン州で不発の爆弾に触れて成人
女性 1 人と 5 人の子どもが犠牲となった事件が唯一のものである。第二に、気流の関係で日本
に落下するなど、誤った方向へ飛ぶものがあったことである。大本営では「犠牲者が出ること













                                                                 
（13） 伴繁雄『陸軍登戸研究所の真実 新装版』（芙蓉書房出版、2010 年）は、11 月 3 日に風船爆弾が発射
されたとするが、11 月 1 日に勿来で 6 人の死傷者、11 月 2 日に大津で 6 人が死傷する事故が発生し、






（17） 前掲、『千葉県の歴史』の第 4 編第 1 章 2 節「朝鮮人の同化政策」には千葉県各町村における朝鮮人の
人口と職業の推移について概観されている。千葉県日本韓国・朝鮮関係史研究会編著『千葉のなかの
朝鮮 歩いて知る朝鮮と日本の歴史』（明石書店、2001 年）、朝鮮人強制連行真相調査団編著『朝鮮人
強制連行調査の記録 関東編 1』（柏書房、2002 年）には、使役された朝鮮人の証言を含む分析がある。 
